
内科
畑尾医長

　インスリン、SU剤、グリニド製剤使用中の低血糖症に
　処方するため

ゾフルーザ
（バロキサビル）

塩野義
\2394.5/錠

・アラントインの有する「肉芽形成促進作用」
 「壊死組織除去作用」「白血球増加作用」、
   アルミニウム塩の有する「収れん・被覆作用」及び
 「細菌発育抑制作用」とをもつ
・皮膚潰瘍/びらんに対し、組織修復作用、
   進行性指掌角皮症に対し角質溶解/水分保持作用
   を有する薬剤

・既採用のテラジアパスタが製造中止
　となったため代替品として採用

・エピペン注射液0.3mgは1管にアドレナリン2mL
   を含有、1回使い切り製剤で1回の注射用量0.3mLに
   アドレナリン0.3mgを含有、注射後の1.7mLの薬液が
   残るが二度打ちはできず、過剰投与の心配はない
・既採用のエピペン注0.15mgは小児用であり、
   成人用量の採用がなかったが、院内のアレルギー
   発生頻度の高い放射線科の定数薬としても配置する
   必要あり

ジャカビ錠10mg
（ルキソリチニブ）

救急科
礒部医長

・骨髄線維症及び真性多血症を効能、効果として
 「ジャカビ5mg」が販売されており院内採用あり
・患者が1回に服薬する錠数を減少させることにより
　利便性の向上と服薬アドヒアランスの改善が期待
   される

・経口鉄キレート剤であるデフェラシロクスの顆粒剤
   であり、デフェラシロクス懸濁用錠（エクジェイド
   懸濁用錠）との生物学的同等性試験に基づいて
   承認を得た
・懸濁が不要になったことに加え、食事の影響を受け
   ないことから服薬アドヒアランスの向上が期待される

・エクジェイド懸濁用錠500mgから切替

ジャドニュ顆粒分包
90mg、360mg

（デフェラシロクス）

レクタブル2mg
注腸フォーム14回

（ブデソニド）

鉄キレート剤
血液内科
日下医長

抗悪性腫瘍剤
ヤヌスキナーゼ(JAK)

阻害剤

ノバルティス
\1433.8/包
￥5707.7/包

皮膚科
福田医長

  ノバルティス
\7413.6/錠

アナフィラキシー
補助治療剤

血液内科
日下医長

効能・適応　疾患
販売会社

薬価
診療科

申請医長

・ブデソニドを有効成分とする潰瘍性大腸炎治療剤で
　国内初の注腸フォーム剤である
・従来の注腸剤と異なり、立位で投与が可能で、
　投与後の薬液の漏れも少なく、患者の受容性が良好
・ブデソニドのバイオアベイラビリティは約16%と
　低く、主に局所で作用するため安定性が高いと考える
・フォームは直腸～S状結腸まで到達し、
　高い粘膜治癒率、寛解率を示す

・ステロネマ注腸3mgより切替

びらん・
潰瘍組織修復剤

EAファーマ
\6826.9/本
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Ⅰ.医薬品の採用・削除のお知らせ

◎新規採用医薬品

申請理由、薬品の特徴など
薬品名・規格
（一般名）

１.　3月 薬品・治療材料等審査委員会の結果

アルキサ軟膏2％
20ｇ、500ｇ

（アルクロキサ）

小林化工
\8.1/ｇ

薬品名・規格
（一般名）

販売会社
薬価

◎院外専用医薬品

診療科
申請医長

効能・適応　疾患

エピペン注0.3mg
（アドレナリン）

マイランEPD
\10570/筒

ブドウ糖
（ブドウ糖）

扶桑
\0.88/g

体液用剤

抗インフルエンザ
ウイルス剤

呼吸器内科
河村医長

・インフルエンザウィルス特有の酵素「キャップ依存性
　エンドヌクレアーゼ」の活性を選択的に阻害し、
　増殖に必要なmRNA合成を阻害することで、
　インフルエンザウィルスの増殖を抑制する新しい作用
　機序の抗インフルエンザウィルス薬
・A型及びB型インフルエンザウイルス感染症患者に
　対して単回経口投与で有効性が期待できる
・各種非臨床薬効試験において強い抗ウイルス作用を
　示し、ノイラミニダーゼ阻害薬耐性ウイルスに対する
　抗ウイルス作用も確認された

潰瘍性大腸炎治療剤
消化器内科
和泉医長

申請理由、薬品の特徴など

独立行政法人国立病院機構
発行 姫路医療センター 薬剤部

医薬品情報管理室


